
AIがコードを書く時代の生存戦略
AIの登場により、システム開発業界はこれまでにない構造的な転換期を迎えています。
「コードを書く」ことそのものの価値が急速に低下するなかで、言われたことを実装する「受託開発型」から、顧
客の業務・戦略に踏み込む「共創パートナー型」への転換が求められています。
経営を取り巻く環境の変化を"チャンス"とし、自社の"強み"を活かして「顧客と共に価値を創る組織への転換」を
構想、実現の礎を築くことを目指します。
 「視野」を拡張し、多様な「視点」から、「視座」を確立して、顧客と共に価値を創る“共創パートナー”への転換を支援します
本研修の特徴は以下の通りです。
・外部環境の変化を活かす力（変化対応力・変化先取り力）の強化
・顧客・社会・第三者の視点を踏まえた自社の”強み”と"ビジネスチャンス"の発見
・ワークショップ（多様なワークシート）を活用した自社の現状・未来構想の言語化・視覚化
・ITユーザー側の企業を支援する"非エンジニア"の講師による「経営・顧客・事業」視点のフィードバック
・産業カウンセラーの資格も持つ講師による"働き易さ"と"働き甲斐"の創出、人材の定着、組織開発に繋がる視点のフィードバック
講師は経営・ユーザー・スタートアップ側の視点を持ち、経営層や現場ユーザーとの対話を通じて業務改善や事業創造、組織変革を支援
するコンサルタント（MBA、中小企業診断士、ITコーディネータ、産業カウンセラー）です。DX研修やコンサルティングでITベンダー・
ユーザー双方を支援する、“共創・変革のガイド”としての立場から、受託開発会社の戦略転換をサポートします。
2日間の参加が理想ですが、 1日のみでも生存戦略立案の足掛かりとなる内容としています。
2日連続の受講料：￥66,000(税込)、1日のみ受講料：￥38,500(税込)
この研修の次の段階として「AI時代に“生き残る”キャリア開発研修」があります。併せてご検討ください。 

コース詳細
研修講座コード ST051

受講料 ￥66,000

開催予定
2日間(8時間) 1日目、2日目だけ受講可能
2026-07-09(木) （1日目のみ）
2026-07-09(木) 〜 2026-07-10(金) （2日間連続）
2026-07-10(金) （2日目のみ）

開講時間

前提知識 ビジネス経験が数年以上あること、複数の自社の顧客についてあ
る程度把握していることが望ましい。

対象者

受託開発会社の経営層、経営企画・新規事業開発室、管理職
・受託開発ビジネスの今後に危機感を持っていらっしゃる方
・採用難や離職により恒常的な人材の不足にお悩みの方
・ノーコード、ローコード、生成AIなどの登場により、変わっ
ていく開発現場や取引先の状況を踏まえて経営を見つめ直したい
方
・既存顧客の維持・関係強化や新規顧客の開拓に取り組みたい方
・新規事業や新しいビジネスモデルの探索に取り組みたい方

https://www.deos.co.jp/koza/detail/st052


到達目標

・AIがもたらす業界構造変化の本質を理解し、ピンチとせず"チャ
ンス"にできる
・自社の現状を整理し、ビジネスモデル・顧客関係・競争力の再
定義ができる
・受託から共創へ転換するための具体的な戦略の方向性が描ける
・顧客との関係を「下請け」から「パートナー」へと変えるため
の視座を獲得できる
・社員に"働き甲斐の創出"と"成長の機会"を提示できる

講師 T&Iアソシエイツ 田中 薫
備考



研修内容

＜1日目 現状分析編＞変化を見極める ― 自社の価値と立ち位置を
再定義する
 １.自社を取り巻く環境の変化を知る
・AI時代の業界構造の変化-コードを書く役割が変わる意味
・技術進化が受託モデルに与えるインパクト
・受託から共創へ移る理由
２.自社の顧客を知る①：「顧客把握力・変化対応力」のチェック
《ワークショップ》テーマ「自社の顧客とその変化」
・「我が社の顧客はどう変わったのか？」「我が社はそれに対応
できているのか？」
３.自社の顧客を知る②：顧客の構成と取引の寿命
《ワークショップ》テーマ「顧客ポートフォリオとライフサイク
ル」
・「それぞれの顧客はどう位置づけられるか？」「取引はいつま
で可能なのか？」
・「我が社の優良顧客とはどのようなものか？」
4.自社の顧客を知る③：顧客との関係性と自社の価値
《ワークショップ》テーマ「提供価値と自社の強み」
・「それぞれの顧客に提供している価値は何か？」「そこで活か
されている強みは何か？」
・「AI時代に新たに強みとすべきものは何か？」
＜2日目 未来構想編＞ 戦略をデザインする ― 共創パートナーへの
転換を描く
１.未来を構想する：我が社の未来づくり
・未来創出のヒント
《ワークショップ》テーマ「強みと機会の把握」
「我が社の強みは何か？」「ビジネスチャンスはどこにあるか？
」
２.戦略を描く：成熟から成長へ
・成長戦略を考える際のポイント、着手手順
《ワークショップ》テーマ「我が社の成長戦略」
「優良顧客の寿命はどのように伸ばせるか？」「新たな優良顧客
をどう開拓するか？」
３.道筋を提示する：ビジョンとロードマップ
・未来像と道筋を考える際のポイント、着手手順
《ワークショップ》テーマ「共創パートナーへの道筋」
・「我が社の未来像は？」「提供する価値は？」「事業や収益の
モデルは？」
・「その時に必要な人材とは？スキルとは？」
4.ネクストアクション：明日への助言
・AI時代の"働き易さ"と"働き甲斐"
・共創パートナーへの転換における障害と対策
※進捗状況により変更となる場合があります。

 

お問い合わせ先
(株)北海道ソフトウェア技術開発機構 事業部研修課
営業時間: 平日 9:00～17:00
お問合せ: https://www.deos.co.jp/contact
電話：（０１１）８１６－９７００


